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LeBonheurChildren’sHospitalでの実習を終えて
木村真子
　 4 月１6日から ５ 月１５日までの約 １ カ月間，アメリカテネシー州にあるLe 
Bonheur Children’s Hospitalで実習をさせて頂きました。 6 年生になったら
海外研修をしてみたいとかねてから思っていたものの，実際行くとなると不
安なことばかりでしたが，行く前に想像していたよりも遥かに実り多き充実
した １ カ月間でした。
【実習編】
　小児循環器をメインとして行ったのですが，その中でも様々な分野のこと
を学ばせてもらっただけでなく，自分たちの興味あることも学ぶことができ
ました。
　 １ 週目は外来をメインとして，見学させて頂きました。一般的な外来から
専門外来まで幅広くみることができ，分からないことは分かるまで先生方が
教えてくれます。外来ではテネシー大学の学生と一緒になることが多かったのですが，彼らの勤勉さや知識
量の多さに圧倒され，いかに自分の勉強が足りてないかを思い知らされました。空いた時間には先生方がミ
ニレクチャーをしてくださり，勉強になりました。
　 ２ 週目からはCVICU（cardiovascular intensive care unit）を回りました。ここは名前の通り循環器疾患
の子供たちを主に扱うところで，ICUの専門医の先生方を中心に循環器外科の先生とともに見ています。Le 
Bonheurには，CVICUを始め，NICU，PICU，Neuro ICU，IMCUといった細分化されたICUがあります。
日本では見たことのないシステムであり，また各ユニットにICU専門医がいて主として管理していることに
も驚きました。病室はすべて個室になっており，家族が寝泊まりできるよう配慮されています。朝の回診で
はICUの先生と外科医，フェロー，看護師，薬剤師，呼吸器管理技士といったコメディカルの人たち，そし
て家族を含めてプレゼンを行っていました。意見交換も盛んに行われており，チーム医療の現場を目にした
気がします。
　カテーテル治療のある日にはカテーテル見学もさせて頂きました。アメリカでは５００gの赤ちゃんにも当
たり前のようにカテーテル治療をしており，またカテーテル技術もとても高く， １ 件 １ 件の検査・手術時間
が非常に短いことに驚きました。循環器疾患だけでなく神経疾患のカテも見ることができ，検査や治療的側
面を学ぶには良い機会となりました。
　週に １ 回循環器カンファレンスがあり，これには関わるすべての職種の人たちが参加します。そこでは術
後報告や手術予定などについてディスカッションされます。これとは別に週 １ 回上の先生がするフェローの
ためのレクチャーもあり，そういった勉強会にも参加させて頂きました。
　実習の予定が決まっていたのは実は ２ 週目までで（笑）， ３ 週目以降は何か希望があればとのことだった
ので，循環器外来見学やカテに加え，小児神経科の見学や当初伺う予定であったSt.Jude Children’s 
Research Hospitalの見学をしました。また，せっかくなら限られた時間の中で出来るだけ向こうの医療や
英語に触れたいと思い，引き続きCVICUでのラウンドに参加をお願いしたり，概念だけでなく治療的側面
ももっと学びたかったので，手術見学させてもらったり，先生方には感謝しきれないくらい自由に貪欲にた
くさんの機会を与えてもらいました。
　実習を通して印象的だったのは，一人一人の専門性が非常に高く（手術が無言で進んでいくことには圧巻
でした），また，すごい先生たち（コメディカルの人たちももちろん）ばかりなのに，私たちのような学生
の学ぶ姿勢も非常に尊重してくれるということです。自分の英語力の低さや知識のなさに何度もめげそうに
はなりましたが，それでも負けずに何かを伝えようとすること，分からないことは恥じずに聞いてみること，
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そしてチャンスを無駄にしないこと。そうすると必ず得るものがあるということを学びました。もし来年も
行かれる方がいらっしゃるならば，しっかり目的意識をもってこの恵まれた環境を存分に享受してきてほし
いなと思います。
【実習後・休日編】
　基本的にオンオフがしっかりしているのがアメリカで，業務が終わると皆一斉に駐車場の方へと向かう姿
に，日本とあまりにも異なる光景に最初はびっくりしました。実習後も余裕があればご飯に行ったり，休日
は観光に出かけたりもできます。メンフィスにはたくさんの日本人の先生がいらっしゃり，先生方には大変
お世話になりました。普段なかなか聞くことができないような，臨床留学や研究留学のお話を聞くことがで
きました。Le Bonheurの位置するテネシー州は田舎の方なので遠出するには不便ではありますが，NYに
行ったり違う州への観光も可能です。 １ カ月では足りないくらいでしたが，普段の実習だけでなく週末も存
分に楽しむことができました。
【最後に】
　実習に行く前に不安ばかりだった自分が信じられないくらい，非常に充実した １ カ月でした。日本とはま
た異なる環境で，とても刺激的な毎日で貴重な経験となりました。この経験を糧として今後も貪欲に邁進し
ていければ思います。
　最後に，市田先生を始め，ご尽力頂いた小児科の先生方や関係者の皆様には大変感謝申し上げます。本当
にありがとうございました。
日本人の先生方とBBQProf.Towbinを囲んで
